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2020 年 業績集  
[原著] 
（英文） 
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[綜説]  
（和文） 

1. 笹川 明子、寺前純吾．【とことんわかる血糖値】血糖値調整のしくみ．糖尿病ケア 2020 年秋季増

刊．2020；224：12-15． 

2. 笹川 明子、寺前純吾．【とことんわかる血糖値】糖尿病患者の血糖値が高くなるしくみ．糖尿病

ケア 2020 年秋季増刊．2020；224：16-19． 

3. 渡邉 大督．糖尿病患者における感染症．INFECTION FRONT．2020；48：4-6． 

4. 渡邉 大督，大西峰樹，今川彰久．BBT（basal-bolus therapy）だけでは，血糖が乱高下する 1 型糖

尿病の治療はどうすればよいか？．改訂版 糖尿病薬・インスリン治療 基本と使い分け Update．
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レジデントノート 増刊．2020； 22(5)：206-211． 

5. 橘 恵、今川 彰久．増えている免疫チェックポイント阻害薬に関連した１型糖尿病．Medical 
Practice．2020；37(11)：1710-1713 

6. 橘 恵、今川 彰久．第３章 副作用対策 １型糖尿病 コンサルトされた視点から．「免疫チェ

ックポイント阻害薬実践ガイドブック」．Medical View 社．2020： 83-86 

7. 佐野 寛行、今川彰久．インスリン分泌機構とその異常「劇症 1 型糖尿病」，月刊糖尿病

127 号． 2020； 12(7)：68-78 
 
 [その他] 

1. 金綱 規夫．糖尿病患者の食事療法．大阪医科大学附属病院栄養サポートチーム NST News 第 64
号．2020.9.1. 

 
 
[学会・研究会・講演会] 
＜国際学会＞ 
17th International Congress of Immunology of Diabetes Society 2020 2022.10.15-18（Web 開催） 
A. Imagawa. Usefulness of patient-derived iPS cells in fulminant type 1 diabetes.  (Session 6 Islet Transplantation 
& Stem Cell Therapy, Chaired by Tom Kay (Australia) Susan Wong (UK)) 
 
＜国内学会＞ 
 
日本内科学会東北地方会第 74 回生涯教育講演会 2020.2.22（仙台） 
今川 彰久．劇症１型糖尿病の臨床（教育講演） 
 
第 93 回 日本内分泌学会学術集会 2020.7.20-8.31（Web 開催） 
稲葉惟子、酒井聡至、峠かきの、忌部歩、寺前純吾、今川彰久．甲状腺機能改善後も頻回の一過性脳虚

血発作を繰り返したバセドウ病合併両側内頸動脈狭窄の一例 
 
第 54 回糖尿病学の進歩  2020 年 9 月 23 日(Web 開催) 
今川 彰久．劇症１型糖尿病の臨床（教育講演） 
 
第 229 回日本内科学会近畿地方会  2020 年 9 月 26 日(Web 開催) 
諸岡有沙美、笹川明子、木村凪沙、三好綾香、渡邉大督、橘恵、寺前純吾、今川彰久．Overt diabetes 

in pregnancyと診断後，新生児合併症を認めずに 4児を出産しえた 1 例 
 
山村里穂、荘野輝美、峠かきの、戎野朋子、渡邉大督、重本先翔、藤澤玲子、忌部尚、寺前純吾、今川

彰久．インスリノーマ術後に耐糖能異常が判明した 1 例 
 
第 63 回 日本糖尿病学会年次学術集会 2020.10.5～10.16 (Web 開催) 
今川 彰久．劇症１型糖尿病の最新知見と将来展望（シンポジウム「劇症１型糖尿病発見から２０年：

研究の進歩と将来展望」） 
 
今川 彰久．１型糖尿病の病型と診断（教育講演） 
 
重本翔、忌部尚、森本貴子、峠かきの、戎野朋子、笹川明子、稲葉惟子、渡邉大督、酒井聡至、藤澤玲

子、佐野寛行、金綱規夫、寺前純吾、今川彰久．高齢 1 型糖 尿病における認知機能と血糖コントロー

ルの関連 
 
戎野朋子、橘恵、金綱規夫、寺前純吾、今川彰久、阿比留教生、粟田卓也、池上博司、及川洋一、大澤

春彦、香月健志、川﨑英二、小澤純二、小林哲郎、島田朗、高橋和眞、中條大輔、土屋恭一郎、長澤幹、

福井智康、安田和基、安田尚史、梶尾裕、花房俊昭．急性発症 1 型糖尿病における発症後内因性インス

リン分泌低下関連因子―甲状腺自己免疫との関連(TIDE-J 研究) 
 



2021.1.26 

 - 3 - 

織田郁美、井上裕美、藤澤玲子、橘恵、細井恵理子、野田知星、岡谷明尚、森本貴子、戎野朋子、笹川

明子、弘田弘子、稲葉惟子、渡邊大督、重本翔、忌部尚、佐野寛行、金綱規夫、寺前純吾、今川彰久．

「食事と糖尿病」をテーマにした世界糖尿病デー院内イベント参加者の検討 
 
橘恵、今川彰久、日本糖尿病学会１型糖尿病の成因、病態に関する調査研究委員会．抗ヒト PD-1/PD-
L1 抗体薬投与後に発症する１型糖尿病（第 3 報） 
 
第 57 回日本糖尿病学会近畿地方会 2020.10.17-31（Web 開催） 
今川 彰久．症例に学ぶ：劇症１型糖尿病（教育講演） 

 

戎野朋子、橘恵、長江亮太、森本貴子、笹川明子、稲葉惟子、渡邉大督、金綱規夫、寺前純吾、今川彰

久．膵島関連自己抗体の複数陽性を認めた妊娠糖尿病(GDM)の 1 例 
 
森本貴子、野田知星、細井恵理子、大西峰樹、木村文治、忌部尚、佐野寛行、金綱規夫、寺前純吾、今

川彰久．糖尿病を併発した Werner 症候群の一例 
 
酒井聡至、峠かきの、忌部歩、稲葉惟子、寺前純吾、藤田太輔、大道正英、岡田仁克、今川彰久 
妊娠中に変動する甲状腺ホルモン結合蛋白(TBP)が遊離サイロキシン (FT4)測定に与える影響の検討 
 
峠かきの、渡邉大督、西尾恭介、岡谷明尚、戎野朋子、重本翔、藤澤玲子、忌部尚、寺前純吾、今川彰

久．FGM がジアゾキシドの用量調整に有用であったインスリノーマの一例 
 
第 35 回日本糖尿病合併症学会（Web 開催） 
 
今川 彰久．シンポジウム「糖尿病と癌」免疫チェックポイント阻害薬と１型糖尿病 
 
第 21 回日本内分泌学会近畿支部学術集会 2020.11.7-9（Web 開催） 
小石素子、酒井聡至、三好綾香、渡邉大督、重本翔、寺前純吾、土本雄亮、福西新弥、福田いずみ、今

川彰久．CGM を用いてステロイド療法の効果を確認し得た IGF-Ⅱ産生肝細胞癌の 1 例 
 
第 63 回日本甲状腺学会学術集会 2020.11.19-12.15（Web 開催） 
酒井聡至、峠かきの、忌部歩、稲葉惟子、寺前純吾、藤田太輔、大道正英、岡田仁克、今川彰久. 妊娠

中に変動する甲状腺ホルモン結合蛋白(TBP)が遊離サイロキシン (FT4)測定に与える影響の検討 
 
＜研究会・講演会＞ 
CKD 講演会 in HOKUSETSU 2020.7.2 (Web 開催) 
金綱規夫．DKD の最新の話題 
 
糖尿病 Web 講演会 2020.9.3（Web 開催） 
金綱規夫．糖尿病の病態から考える薬物治療の適正使用 
 
T2DM  Forum in 三島 2020.10.10（高槻） 
藤澤玲子．心血管イベントリスクを考えた糖尿病治療 
 
Web セミナー 脂質異常症治療を再考する 2020.12.3（Web 開催） 
佐野寛行．糖尿病患者における脂質管理の重要性 
 
これからの糖尿病治療を考える Web 講演会 2020.12.23（Web 開催） 
渡邉大督．これからの糖尿病治療における GLP-1 受容体作動薬の可能性 
 
 


